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◆ キーワード　伝説／常陸坊海尊／青麻神社／アカザの俗信／『田村三代記』

常
陸
坊
海
尊
の
長
寿
伝
説
と
信
仰

―
東
北
地
方
の
青
麻
神
社
信
仰
を
中
心
に
―

佐　

藤　
　

優

　
　

は
じ
め
に

　

常
陸
坊
海
尊
は
『
義
経
記
』
で
は
、
義
経
奥
州
挙
兵
時
か
ら
の
従
者
で
、

弁
慶
と
併
称
さ
れ
る
猛
者
で
あ
る
が
、
巻
八
「
衣
川
合
戦
の
事
」
に
お
い

て
合
戦
直
前
に
遁
走
し
た
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
背
景
と
し
て
か
、
近
世
期
に
は
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社
考
』
を

端
緒
と
し
て
、
文
芸
や
伝
承
に
「
長
寿
」
を
遂
げ
た
者
と
し
て
喧
伝
さ
れ

て
ゆ
く
。
と
り
わ
け
東
北
地
方
で
は
、『
清
悦
物
語
』
の
中
で
変
名
の
清

悦
と
し
て
も
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
は
、
こ
の
物
語
の
流
布
状
況
か
ら
考

え
て
も
肯
え
よ
う（

１
）。
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
海
尊
伝
承
研
究
で
は
、「
長
寿
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
実
体
験
の
様
に
源
平
合
戦
を
語
る
こ
と
の
意
味
や

長
寿
の
原
因
に
つ
い
て
の
分
析
な
ど
が
『
義
経
記
』
成
立
と
合
わ
せ
論
じ

ら
れ
て
き
た
と
い
え
る（

２
）。

ま
た
、
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
展
開
の
中
で
同
種

の
伝
承
と
し
て
東
北
地
方
を
中
心
に
分
析
・
検
討
も
行
わ
れ
て
来
た（

３
）。

　

と
こ
ろ
で
、
野
村
氏
も
触
れ
た
東
北
の
海
尊
伝
承
を
検
討
す
る
と
、
現

在
海
尊
が
中
風
除
け
な
ど
の
病
気
平
癒
の
霊
験
が
あ
る
神
と
し
て
、
宮
城

県
仙
台
市
宮
城
野
区
の
青
麻
神
社
を
中
心
に
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
社
の
霊
験
と
海
尊
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
な
考
察
が

な
さ
れ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
東
北
地
方
に
分
布
す
る
青
麻
神
社
鎮
座
地
を

確
認
し
た
上
で
、
現
在
で
も
青
麻
神
社
と
称
し
独
立
し
た
社
を
持
つ
岩
手

県
紫
波
郡
紫
波
町
遠
山
と
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮

座
す
る
青
麻
神
社
に
つ
い
て
聴
き
書
き
調
査
資
料
や
文
献
史
資
料
を
基
に

考
察
を
加
え
る
。
次
に
、
今
挙
げ
た
二
社
に
関
連
す
る
俗
信
と
の
関
わ
り

か
ら
分
析
を
試
み
た
い
。
さ
ら
に
、
仙
台
の
青
麻
神
社
に
つ
い
て
は
、
近

世
期
の
信
仰
実
態
を
地
誌
等
か
ら
分
析
し
信
仰
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、奥
浄
瑠
璃『
田
村
三
代
記
』と
の
関
わ
り
も
併
せ
て
分
析
・

考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
を
取
る
こ
と
で
、
近
世
か
ら
現
代
に
至
る
青
麻
神
社

信
仰
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
常
陸
坊
海
尊
の
伝
承
が
神
社
の
由
来
に
ど
の

様
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
立
体
的
に
解
明
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
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で
は
、
東
北
地
方
の
青
麻
神
社
鎮
座
地
か
ら
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

一
、
東
北
地
方
の
青
麻
神
社
と
信
仰
実
態

　

現
在
東
北
地
方
（
新
潟
県
を
含
む
）
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
及
び
関
連

す
る
社
は
、
各
県
の
『
神
社
明
細
帳
』
及
び
神
社
誌
な
ど
か
ら
左
記
の

十
九
社
が
確
認
で
き
る（

４
）。

　

表
中
全
十
九
社
の
う
ち
、
事
例
八
・
十
・
十
二
・
十
五
社
は
常
陸
坊
海
尊

の
伝
承
を
持
ち
、
中
風（

５
）除

け
に
霊
験
が
あ
る
社
と
さ
れ
現
在
で
も
信
仰
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
の
海
尊
と
の
関
わ
り
が
深
い
上
記
の
四
社
の
う

ち
、
事
例
八
社
と
事
例
十
社
に
つ
い
て
具
体
的
に
信
仰
実
態
を
見
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

　

事
例
八
は
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
ノ
ミ
コ
ト
・
オ
オ
ヒ
ル
メ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
・

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
の
三
神
を
現
在
祀
っ
て
お
り
、
旧
社
格

は
村
社
で
あ
っ
た
。
境
内
社
と
し
て
は
、
三
峯
神
社
・
遠
山
舘
八
幡
宮
・

白
山
神
社
が
併
祀
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
日
は
毎
年
八
月
十
七
日
で
あ
っ
た

が
、
近
年
で
は
十
七
日
に
近
い
日
曜
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
阿
部

久
知
氏
（
昭
和
十
四
年
生
）
に
よ
る
と
現
在
の
氏
子
は
、
遠
山
地
区
及
び

隣
接
地
区
で
あ
る
北
田
地
区
の
一
一
〇
戸
で
あ
る
と
い
う（

６
）。

　

ま
た
こ
の
社
は
、
遠
山
キ
ヨ
ミ
氏
（
昭
和
五
年
生
）
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十

年
代
頃
ま
で
、
例
大
祭
以
外
に
も
バ
ス
で
参
詣
に
訪
れ
る
人
々
も
い
た
そ
う
で

あ
る

（
７
）。

ま
た
阿
部
久
知
氏
の
話
で
は
、
十
年
く
ら
い
前
ま
で
は
金
ヶ
崎
町
や
宮

古
市
か
ら
も
講
組
織
を
組
ん
で
バ
ス
で
参
拝
に
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る

（
８
）。

そ

し
て
、
嶋
二
郎
氏
（
大
正
九
年
生
）
の
話
で
は
、
小
学
生
の
頃
花
巻
市
に
住
ん

で
い
た
祖
母
も
事
例
八
社
に
よ
く
参
拝
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る

（
９
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
近
年
ま
で
こ
の
社
は
岩
手
県
内
に
広
く
信
仰
圏

を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
事
例
八
社
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
青
麻
三
光
宮
と
称
さ
れ

た
こ
と
が
社
の
縁
起
『
青
麻
岩
戸
三
光
宮
縁
記
』
か
ら
う
か
が
え
る
。
現

事
例
鎮
座
地
域

社
名

1
秋
田
県
北
秋
田
市
羽
根
山
（
旧
北
秋
田
郡
合

川
町
）

青
麻
神
社

2
秋
田
県
秋
田
市
下
浜
八
田

青
麻
神
社

3
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
旧
由
利
郡
象
潟
町
）
五

丁
目
塩
越

青
麻
神
社

4
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
旧
由
利
郡
由
利
町
）

黒
沢

青
麻
神
社

5
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
旧
由
利
郡
由
利
町
）

曲
沢

青
麻
三
光
宮

6
秋
田
県
仙
北
市
（
旧
仙
北
郡
角
館
町
）
岩
瀬
町
青
麻
神
社

7
秋
田
県
湯
沢
市
松
岡

青
麻
大
権
現
堂

8
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
遠
山

青
麻
神
社

9
岩
手
県
花
巻
市
十
二
丁
目

青
麻
神
社

10
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切

青
麻
神
社

11
宮
城
県
白
石
市
福
岡
長
袋

青
麻
神
社

12
宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
青
麻
山

青
麻
神
社

13
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
高
瀬

若
木
神
社（
注
1
）

14
宮
城
県
角
田
市
角
田

青
麻
神
社

15
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
亀
岡

青
麻
神
社

16
山
形
県
南
陽
市
赤
湯

青
麻
神
社

17
福
島
県
福
島
市
松
川
町

青
麻
淡
島
神
社

18
福
島
県
須
賀
川
市
諏
訪
町

青
麻
神
社

19
新
潟
県
長
岡
市
（
旧
栃
尾
市
）
栄
町

中
山
神
社（
注
2
）

【表１】東北地方の青麻神社鎮座地一覧

注 1　事例 13 社は、現在若木神社というが、旧称が青麻権現。
注 2　 事例 19 社は、明治四十年（1907）に青麻神社が村社諏訪神社を合祀し

中山神社となった。
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在
原
本
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
複
写（

（（
（

を
み
る
と
明
治
元
年

七
月
十
五
日
に
西
野
多
吉
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
勧
請

年
が
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
四
月
七
日
で
あ
り
、
本
尊
と
し
て
「
北
辰

尊
星
三
大
士
の
化
身
、
常
陸
房
海
尊
仙
人
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
利
益
は
、「
降
魔
調
伏
、
延
命
の
他
に
、
特

に
疱
瘡
、
麻
疹
、
安
産
、
中
風
の
諸
術
を
尽
く
し
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、

明
治
初
年
に
は
降
魔
調
伏
や
延
命
そ
し
て
、
疱
瘡
、
麻
疹
、
安
産
、
中
風

に
霊
験
の
あ
る
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
事
例
八
社
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
形
態
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

南
部
藩
領
の
寺
社
関
係
史
料
と
し
て
は
、『
御
領
分
社
堂

（
（（
（

』
が
あ
る
。

そ
れ
を
見
て
み
る
と
青
麻
三
光
宮
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
近
世
期
こ
の
社
は
、
本
山
派
修
験
善
養
院
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
森

毅
氏
の
調
査
か
ら
う
か
が
え
る

（
（（
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
善
養
院
は
盛
岡
の
自

光
坊
支
配
で
、
寛
政
年
間
初
期
頃
は
坊
名
を
立
性
院
と
も
称
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
文
化
か
ら
天
保
年
間
の
頃
に
な
る
と
「
青
麻
三
光
宮
」
を
管
理

し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

よ
っ
て
青
麻
三
光
宮
は
、『
御
領
分
社
堂
』
撰
述
以
降
に
社
と
し
て
遠

山
の
地
に
鎮
座
も
し
く
は
、
小
祠
か
ら
本
殿
を
持
つ
社
に
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
漸
次
信
仰
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
様
子
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　

例
え
ば
、
岩
手
県
花
巻
市
北
笹
間
の
伊
藤
誠
一
家
の
屋
敷
神
で
あ
る
八

幡
宮
に
は
、
次
に
示
し
た
様
に
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
棟
札
が
社
殿

に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
頭
遠
山
傳
八
郎
則
知

　
　
　
　
　

本
造
立
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　
　

二
子
通
笹
間
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主
摠
百
姓

　
　
　
　
　

天
下
泰
平
御
国
家
安
全
五
穀
成
就

　
　
　
　
　

地
頭
竝
邑
中
武
運
永
久
子
孫
繁
昌

　
　
　
　
　
　

天
保
三
年
壬

申
仲
穐
吉
日

　

棟
札
記
載
の
地
頭
遠
山
傳
八
郎
則
知
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明

で
あ
る
が
、
伊
藤
誠
一
氏
の
ま
と
め
た
『
永
代
家
系
記
録
』（
一
九
七
四
年　

自
刊
）
に
は
、
こ
の
屋
敷
神
が
、
事
例
八
社
境
内
社
の
遠
山
館
八
幡
宮
よ

り
勧
請
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
棟
札
記
載
の
八
幡
宮

は
、
天
保
三
年
に
村
の
百
姓
が
願
主
と
な
り
事
例
八
社
の
境
内
社
と
し
て

現
在
も
鎮
座
す
る
遠
山
舘
八
幡
宮
を
勧
請
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
制
作
年
不
明
で
あ
る
が
、「
奉
謹
請
青
麻
三
光
宮
加
護
武
門
永
昌
祈
處
」

と
あ
り
善
養
院
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
棟
札
も
残
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ

う
に
天
保
三
年
頃
に
は
、
旧
北
笹
間
村
に
お
い
て
は
現
在
事
例
八
社
と

な
っ
た
青
麻
三
光
宮
へ
の
信
仰
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
花
巻
市
に
鎮
座
す
る
事
例
九
社
に
つ
い
て
も
伊
藤
忠
治
氏

（
大
正
十
四
年
生
）
の
話
に
よ
る
と
こ
の
青
麻
神
社
は
、
忠
治
氏
か
ら
三

代
前
の
伊
藤
忠
左
衛
門
が
事
例
八
社
か
ら
勧
請
し
て
き
た
と
す
る（

（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
例
八
社
と
そ
の
境
内
社
は
天
保
期
の
頃
に
は
花

表裏
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巻
周
辺
部
に
信
仰
圏
を
獲
得
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
風
除
け

の
利
益
が
、
現
在
及
び
明
治
元
年
書
写
の
縁
起
に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

天
保
期
に
お
い
て
も
中
風
除
け
の
利
益
は
存
在
し
た
こ
と
が
濃
厚
で
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
次
に
、
事
例
十
社
の
信
仰
実
態

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

事
例
十
社
は
、
現
在
祭
神
を
ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ノ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
・
ツ
キ
ヨ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
・
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ
の
三
神
を
祀
る
社
で
あ
る
が
、
イ
ツ

キ
ノ
オ
ヂ
と
す
る
神
も
併
祀
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
は
常
陸
坊
海
尊
と
さ
れ

て
お
り
、
一
九
九
五
年
九
月
に
は
「
常
陸
坊
海
尊
霊
験
の
地
」
と
し
て
石
碑

も
神
社
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。毎
年
五
月
一
日
か
ら
の
例
大
祭
に
は
、

東
北
本
線
岩
切
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
も
運
行
さ
れ
参
拝
者
で
賑
わ
う
。
現

在
社
の
利
益
は
、
事
例
八
社
と
同
じ
く
中
風
除
け
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
事
例
十
社
に
は
計
八
基
の
石
塔
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
年
代
順

に
並
べ
て
み
る
と
、
次
表
の
通
り
と
な
る
。

　

ま
ず
奉
納
年
代
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
享
和
元
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年

ま
で
石
塔
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
多
年
に
わ
た
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
奉
納
者
在
住
地
域
は
、
表
二
ナ
ン
バ
ー
六
の
仙
台
城

下
か
ら
、
同
表
ナ
ン
バ
ー
七・八
の
福
島
県
伊
達
市
（
旧
梁
川
町
）
さ
ら
に
、

同
表
ナ
ン
バ
ー
三
の
埼
玉
県
行
田
市
や
同
表
ナ
ン
バ
ー
四
の
長
野
県
松
本

市
と
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
田
や
梁
川
か
ら
奉
納
さ
れ
た
も

の
は
、
講
組
織
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
茨
城
県

つ
く
ば
み
ら
い
市
（
旧
筑
波
郡
伊
奈
町
）
豊ぶ

た
い体

に
鎮
座
す
る
鹿
島
神
社
境
内

社
の
石
碑
に
は
、「
青
麻
岩
戸
三
光
宮　

仙
台
僊
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
表
一
事
例
十
社
が
東
北
だ
け
で
な
く
関
東
や
信
州

な
ど
広
範
囲
に
信
仰
圏
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
の
社
殿
の
様
子
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
は
、「
奥

州
青
麻
宮
社
」
絵
図（

（（
（

（
以
下
絵
図
と
略
記
）
及
び
『
奥
州
名
所
図
会
』
初

編
巻
之
一
の
「
青
麻
山
」
絵
図（

（（
（

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
絵
図
と
も

制
作
年
は
不
明
だ
が
、
双
方
と
も
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る（

（（
（

。

双
方
の
絵
図
の
う
ち
、
社
殿
の
様
子
が
近
景
か
ら
細
か
く
描
出
さ
れ
て
い

る
「
奥
州
青
麻
宮
社
」
絵
図
を
中
心
に
『
奥
州
名
所
図
会
』（
以
下
『
図
会
』

と
略
記
）
と
適
宜
比
較
し
な
が
ら
当
時
の
社
殿
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

　

写
真
で
は
見
え
づ
ら
い
が
、
五
棟
の
建
造
物
に
文
字
で
名
称
が
掲
出
さ
れ

て
い
る
。
絵
図
左
上
に
本
殿
で
あ
る
「
三
光
宮
」
同
右
上
に
「
御
供
所
」
や

「
神
主
」
と
示
さ
れ
た
社
家
の
邸
宅
も
見
え
る
。
ま
た
、同
じ
く
中
央
に
「
か

く
ら
て
ん
（
神
楽
殿
）」
と
あ
る
。
現
在
神
楽
殿
は
、「
ゑ
ま
と
ふ
（
絵
馬

堂
）」
と
示
さ
れ
た
建
物
の
辺
り
に
あ
り
、
毎
年
五
月
の
例
大
祭
に
「
榊
流

青
麻
神
社
神
楽

（
（（
（

」
が
奉
納
さ
れ
る
。
そ
の
他
文
字
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
箇
所

【表２】仙台の青麻神社へ奉納され
た石塔の奉納年 ･奉納者対照表

No

奉
納
年

奉
納
者

1
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
記
載
な
し

2
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
記
載
な
し

3
弘
化
４
年
（
一
八
四
七
）
武
州
忍
講
中

4
嘉
永
６
年
（
一
八
五
三
）
信
州
松
本　

三
原
屋
庄
左
衞
門

5
文
久
３
年
（
一
八
六
三
）
伊
澤
平
蔵

6
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
御
城
下
五
番
下　

伊
澤
平
蔵

7
昭
和
45
年
（
一
九
七
〇
）
福
島
県
伊
達
郡
梁
川
町
講
中

8
昭
和
45
年
（
一
九
七
〇
）
福
島
県
伊
達
郡
梁
川
町
講
中
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は
、
絵
図
左
端
上

方
の
「
水
神
」
及

び
同
左
下
方
に
み

え
る
「
神
水
」
で

あ
る
。絵
図
で
は
、

「
水
神
」
か
ら
流

れ
て
き
た
水
の
一

部
が
「
神
水
」
の

所
に
流
れ
落
ち
て

い
る
よ
う
に
見
え

る
。
現
在
で
は
、

絵
図
「
ゑ
ま
と
ふ

（
絵
馬
堂
）」
付
近

か
ら
湧
水
が
あ

り
、
水
を
汲
み
に

訪
れ
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

視
点
を
参
拝
経
路
に
転
じ
て
み
よ
う
。
絵
図
右
下
「
入
口
」
と
記
さ
れ

た
所
か
ら
参
拝
者
は
境
内
に
入
る
。
注
連
縄
を
く
ぐ
っ
た
所
に
旅
装
し
た

男
女
と
思
わ
れ
る
参
拝
者
が
お
り
、
橋
を
渡
る
と
鳥
居
が
見
え
る
。
こ
の

注
連
縄
が
描
か
れ
て
い
る
辺
り
は
、
現
在
で
は
祭
礼
時
幟
旗
が
二
本
立
つ
。

ま
た
川
や
橋
の
様
子
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
る

と
岩
山
の
様
な
所
か
ら
水
が
流
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
こ
こ
に
先
述
し

た
石
塔
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
随
身
門
を
く
ぐ
り
拝
殿
に
着
く
。

本
殿
は
そ
こ
か
ら
急
な
斜
面
を
登
っ
た
上
に
鎮
座
す
る
。
絵
図
に
は
、
拝

殿
か
ら
本
殿
に
か
け
て
屋
根
が
み
え
る
が
、『
図
会
』
で
は
屋
根
は
な
く
階

段
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
参
拝
経
路
は
、『
図
会
』
で
は
少
し
異
な
る
。
橋
を
渡
る
と
「
随

身
門
」
と
文
字
で
示
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
、そ
こ
を
く
ぐ
る
と
正
面
に
「
茶

屋
」
と
示
さ
れ
た
が
建
物
が
見
え
る
。
随
身
門
と
茶
屋
の
間
を
左
に
曲
が

り
、
鳥
居
を
く
ぐ
る
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
拝
殿
は
な
く
本
殿
に
続
く
長
い

階
段
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
殿
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

の
火
災
で
焼
失
後
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
様
子
は
、
神
社
制
作
の
絵
葉
書
か
ら
大
正
末
期
の

社
殿
の
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
絵
図
の
様
な
本
殿
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

ま
た
現
在
の
本
殿
は
、
拝
殿
と
建
物
を
共
有
し
て
お
り
、
祈
祷
を
す
る
際

本
殿
に
は
神
主
が
『
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
る
様
な
階
段
を
上
っ
て
幣
を

奉
る
。
よ
っ
て
、
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
拝
殿
か
ら
本
殿
に
か
け
て
の
様

子
は
、
現
在
の
境
内
と
は
大
分
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
拝
殿
裏
等

に
こ
う
し
た
階
段
等
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い（

（（
（

。

　

ま
た
、
絵
図
下
方
に
描
か
れ
て
い
る
鳥
居
右
脇
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

文
字
で
の
説
明
が
な
い
。
し
か
し
、『
図
会
』
を
み
る
と
同
位
置
に
先
述

し
た
茶
屋
が
あ
る
の
で
、
こ
の
建
物
は
茶
屋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在

で
は
、
茶
屋
の
場
所
に
は
社
務
所
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
茶
屋
背
後
に
描

か
れ
て
い
る
崖
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
若
干
で
は
あ
る
が
、「
奥
州
青
麻
宮
社
」
絵
図
を
『
図
会
』
と
比
較

し
な
が
ら
分
析
し
て
み
た
。
全
体
と
し
て
近
世
後
期
の
事
例
十
社
は
、
か

「奥州青麻宮社」絵図　慶應義塾大学図書館蔵
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な
り
整
備
の
行
き
届
い
た
社
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
社

殿
の
配
置
及
び
参
拝
経
路
か
ら
「
奥
州
青
麻
宮
社
」
絵
図
の
方
が
現
在
に

近
い
形
態
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、『
図
会
』
の
方
は
、
よ

り
古
い
社
の
様
子
を
描
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、「
御
供
所
」
や
「
ゑ
ま
ど
ふ
（
絵
馬
堂
）」
な
ど
現
在
で
は
見
受

け
ら
れ
な
い
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
本
殿
の
位

置
が
、
現
在
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
殿
が
絵
図
の
よ
う
に
拝
殿
と
距
離
が
あ
り
、
山
上
と
い
う
特
異
な
場
所

に
鎮
座
し
て
い
る
形
態
か
ら
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
今
の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
。
信
仰
の
中
心
と
い
う
べ
き
本
殿
の
場
所
が
変
化
す
る
こ
と

は
、
信
仰
上
重
要
な
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
事
例
八
社
と
事
例
十
社
の
信
仰
実
態
に
つ
い
て
み
て
み
た
。
二
社

と
も
中
風
除
け
に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
近
世
期
後
半
か
ら
現
在

ま
で
地
元
だ
け
で
な
く
比
較
的
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
信
仰
圏
を
獲
得
し
て

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
常
陸
坊
海
尊
を
両
社
と
も

祀
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
、
中
風
除
け
の
霊
験
を
海
尊
の
効
力
と
す

る
と
こ
ろ
に
共
通
点
を
見
出
せ
る
。
ま
た
両
社
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
事
例
八
社
は
、
岩
手
県
内
に
信
仰
圏
を
獲
得
し
て
い
る
の
に
対

し
、
事
例
十
社
は
関
東
や
信
州
に
も
信
仰
圏
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
社
の
管
理
者
に
視
点
を
移
す
と
事
例
八
社
は
、
近
世
期
修
験

者
が
管
理
し
て
お
り
、
信
仰
圏
の
拡
大
に
修
験
が
関
与
し
て
い
こ
と
が
見

通
せ
る
。
近
世
期
の
信
仰
実
態
を
解
明
す
る
上
で
こ
う
し
た
管
理
者
側
の

視
点
か
ら
の
考
察
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
事
例
十
社
に
お
け
る
本
殿

の
位
置
の
変
遷
は
、
時
期
及
び
契
機
等
を
含
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

で
は
次
に
、
こ
の
社
の
利
益
と
関
連
す
る
俗
信
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ

と
に
し
よ
う
。

　
　

二
、
ア
カ
ザ
の
杖
の
俗
信
と
社
の
利
益

　

先
述
し
た
二
社
は
、
中
風
除
け
に
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
中
風
除

け
に
は
、
民
俗
と
し
て
ア
カ
ザ
の
杖
の
俗
信
が
付
帯
し
て
い
た
。
本
節
で

は
こ
の
俗
信
と
二
社
と
の
関
連
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
ア
カ
ザ
と
は
何
か
。
ア
カ
ザ
と
は
、
ア
カ
ザ
科
の
一
年
草
で
中
国

原
産
で
あ
る
。
古
来
よ
り
茎
を
乾
燥
さ
せ
、
老
人
用
の
杖
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
杖
に
関
し
て
「
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
く
と
、
中

風
に
な
ら
ぬ
」
と
い
う
俗
信
が
ほ
ぼ
全
国
に
わ
た
っ
て
見
受
け
ら
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
ア
カ
ザ
の
俗
信
は
、
前
節
表
一
事
例
八
・
十
社
の
利
益
と
結
び
つ

き
な
が
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

　

例
え
ば
、
事
例
八
社
の
習
俗
と
し
て
「
社
殿
に
奉
納
し
て
あ
る
、
ア
カ
ザ

の
杖
を
持
っ
て
行
く
。
利
益
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
で
ア
カ
ザ
の
杖
を
作
り
社

殿
に
奉
納
す
る
。」
と
い
う
こ
と
が
近
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る（

（（
（

。

ま
た
遠
山
出
身
の
中
村
直
嗣
氏
（
昭
和
十
年
生
）
の
話
で
は
、
青
麻
神
社
の

境
内
を
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
き
な
が
ら
三
周
ま
わ
り
、
利
益
が
あ
っ
た
ら
杖
を

返
し
、
さ
ら
に
新
し
い
も
の
を
一
本
作
り
奉
納
し
た
そ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
事
例
十
社
に
も
こ
う
し
た
俗
信
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、宮
司
の
鈴
木
雅
香
氏
（
昭
和
二
十
五
年
生
）
に
よ
れ
ば
、先
代
宮
司
（
鈴

木
裕
昭
氏
）
の
頃
ま
で
は
、
ア
カ
ザ
の
杖
を
奉
納
す
る
人
が
い
た
が
、
今
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は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
ア
カ
ザ
の
俗
信
と
神
社
と
の
結
び
つ
き
は
、
現
在
で
も
民
俗
と
し
て

地
域
の
年
中
行
事
の
中
に
生
き
て
い
る
。
そ
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

岩
手
県
花
巻
市
十
二
丁
目
で
は
毎
年
四
月
一
日
に
チ
ュ
ウ
キ
ナ
ガ
シ
の

行
事
を
行
っ
て
い
る
。
伊
藤
忠
治
氏（
大
正
十
四
年
生
）及
び
伊
藤
清
氏（
昭

和
四
年
生
）
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
の
参
加
者
は
一
一
名
で
女
性
の
み
で

行
っ
て
お
り
、
年
で
当
番
が
変
わ
る
ヤ
ド
の
人
が
赤
飯
を
作
り
、
他
の
参

加
者
が
煮
物
な
ど
を
用
意
し
前
節
表
一
事
例
九
社
に
参
拝
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
後
公
民
館
で
会
食
す
る
。
ヤ
ド
の
人
に
よ
っ
て
は
、
会
食
後
近
く
の

堰
あ
る
い
は
北
上
川
ま
で
行
っ
て
赤
飯
を
ひ
と
つ
ま
み
な
が
す
そ
う
で
あ

る
。
農
地
区
画
整
理
が
行
わ
れ
る
前
は
、
清
氏
宅
の
裏
手
の
堰
か
ら
流
す

こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、男
性
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
お
り
、
家
か
ら
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
い
て
神
社
の
前
で
立
て
か
け

て
拝
み
、
杖
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る(((

(

。

　

現
在
で
は
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
く
行
為
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
事
例
九
社
の
利
益
と
ア
カ
ザ
の
杖
の
俗
信
と
が
結
び
つ
い
た
民
俗
と

し
て
指
摘
で
き
る
事
例
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
ア
カ
ザ
の
杖
の
俗
信
に
つ
い
て
野
村
純
一
氏
は
、
海

尊
と
の
関
連
を
指
摘
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

思
う
に
青
麻
神
社
（
＝
前
節
表
一
事
例
十
社
の
こ
と
・
佐
藤
注
）

に
中
風
回
避
の
念
の
集
注
し
た
の
は
、
い
ず
れ
「
常
陸
坊
海
尊
」
と

そ
れ
に
伴
う
「
藜
」
の
い
わ
れ
が
纏
綿
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
神
社

側
は
俚
俗
の
習
い
を
積
極
的
に
吸
収
、
同
化
す
べ
く
心
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

上
記
の
事
例
か
ら
考
え
る
な
ら
、
事
例
十
社
だ
け
で
な
く
、
祭
神
や
信

仰
圏
を
異
に
す
る
事
例
八
社
に
も
野
村
氏
の
指
摘
は
当
て
は
ま
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、
事
例
八
社
は
近
世
期
修
験

者
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

近
世
期
の
修
験
道
研
究
と
り
わ
け
里
修
験
研
究
は
蓄
積
も
豊
富
で
、
地
域

に
お
け
る
機
能
や
蔵
書
な
ど
に
関
心
が
払
わ
れ
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、修
験
者
が
自
ら
管
理
す
る
社
の
信
仰
を
拡
大
す
る
手
段
と
し
て
「
俚

俗
の
習
い
を
積
極
的
に
吸
収
、
同
化
す
べ
く
心
掛
け
」
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
登
録
し
て
お

き
た
い
。

　

で
は
、
以
下
野
村
氏
も
指
摘
し
て
い
た
事
例
十
社
に
つ
い
て
近
世
期
の

信
仰
実
態
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

三
、
近
世
期
に
お
け
る
仙
台
の
青
麻
神
社
信
仰

　

近
世
期
の
神
社
信
仰
を
知
る
上
で
の
文
献
史
資
料
と
し
て
は
、
ま
ず
地

誌
類
に
目
を
配
る
こ
と
が
穏
当
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、

近
世
期
の
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
る
地
誌
類
を
検
討
し
、
海
尊
と
当
社
の
結
び
つ
き
及
び
利

益
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
近
世
期
の
青
麻
神
社
に
つ
い
て

ふ
れ
た
地
誌
類
は
、
管
見
の
限
り
以
下
五
書
が
見
い
だ
せ
る
。
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文
献
Ａ　

田
辺
希ま

れ
ぶ
み文

『
封ほ
う
な
い内

風
土
記
』
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
成
立

文
献
Ｂ　

�『
風
土
記
御
用
書
上
』
安
永
元
年
～
天
明
元
年
（
一
七
七
二
～

一
七
八
一
）

文
献
Ｃ　

湖
山
居
士
『
耳み

み
の
は
し
の
き

能
端
之
記
』
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
成
立

文
献
Ｄ　

�

大
場
雄
淵
撰
か
『
囊の
う
じ
ん
あ
い
し
ゃ
ろ
く

塵
埃
捨
録
』
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
成
立

文
献
Ｅ　

舟
山
万
年
『
塩

え
ん
し
ょ
う
し
ょ
う
ふ

松
勝
譜
』
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
成
立

　

こ
こ
で
は
、
上
記
五
文
献
の
中
で
時
代
が
古
く
か
つ
当
地
の
肝
入
が
書

い
た
史
料
で
あ
る
文
献
Ｂ
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

青
麻
神
社
が
鎮
座
す
る
岩
切
村
の
『
風
土
記
御
用
書
上
』（
以
下
『
書
上
』

と
略
記
）
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
九
月
に
肝
入
伊
右
衛
門
に
よ
っ

て
書
出
さ
れ
た
当
地
の
地
誌
で
あ
る
。
そ
の
中
で
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

四
月
一
日
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
霊
験
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

天
和
年
中
此
所
ニ
出
現
在
之
候
当
社
別
当
儀
右
衛
門
祖
父
久
作
と
申

者
、
二
十
八
才
ニ
而
眼
病
相
煩
四
ヶ
年
相
悩
、
三
拾
一
之
年
両
眼
共

盲
目
に
罷
成
。（
中
略
）
天
和
二
年
四
月
朔
日
何
国
よ
り
共
無
之
老

人
来
り
、
所
兵
衛
ハ
宿
に
居
候
哉
と
呼
候
。
故
在
宿
ニ
候
。
郡
方
様

ニ
候
哉
内
江
御
入
候
様
答
候
得
は
、
則
家
江
入
。（
中
略
）（
老
人
が

＝
佐
藤
注
）
汝
ハ
眼
盲
た
る
歟
と
問
候
間
、
三
四
ヶ
年
眼
病
相
煩
終

ニ
盲
目
ニ
罷
成
家
業
無
之
不
断
心
の
憂
ひ
身
の
苦
み
言
語
ニ
難
申
尽

仕
合
ニ
候
と
委
細
に
答
候
得
は
、
扨
々
不
便
成
有
様
ニ
候
汝
か
正
直

月
日
を
感
し
て
本
腹
（
マ
マ
）ノ

致
祈
祷
を
可
申
。
我
等
に
随
ひ
て
今
夜
丑
の

刻
ニ
天
に
向
ひ
星
を
拝
ひ
す
へ
し
、
と
教
候
得
而
か
き
け
す
如
ニ
失

せ
候
。（
中
略
）
其
夜
丑
の
時
に
至
り
天
に
向
ひ
星
を
拝
し
眼
を
開

き
見
候
得
は
、
天
に
み
ち

く
た
る
星
き
ら

く
と
両
眼
に
遮
申
候
。

左
右
前
後
を
見
廻
し
候
所
見
得
不
申
所
無
之
候
。（
中
略
）
我
等
ハ

昨
日
迄
義
経
の
臣
下
な
り
。
又
今
日
ハ
清
悦
と
其
名
を
引
替
世
界
を

廻
候
。
故
定
る
住
居
迚
も
無
之
候
頃
日
下
野
国
出
派
（
マ
マ
）山

大
日
之
窪
に

住
候
か
此
所
を
見
聞
に
我
等
住
居
ニ
宜
敷
存
候
（
（（
（

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
眼
病
を
患
い
失
明
し
た
所
兵
衛
が
、
天
和
二
年
四
月
一

日
に
老
人
か
ら
祈
祷
を
受
け
る
と
眼
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
祈
祷
を
行
っ
た
老
人
は
、「
我
等
ハ
昨
日
迄
義

経
の
臣
下
な
り
。
又
今
日
ハ
清
悦
と
其
名
を
引
替
世
界
を
廻
候
。」
と
清
悦

で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る

（
（（
（

。
そ
し
て
、
そ
の
清
悦
が
近
年
住
居
す
る
所

と
自
ら
語
っ
た
「
出
派
山
」
は
、
原
典
は
確
認
し
て
い
な
い
が
現
在
の
栃
木

県
栃
木
市
出
流
町
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
満
願
寺
奥
の
院
に
「
大
日
の
窟
」

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
「
出い

づ
る
さ
ん

流
山
」
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

さ
て
清
悦
が
示
し
た
利
益
は
、
眼
病
を
治
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
現
在
の

青
麻
神
社
の
利
益
は
、
中
風
除
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
永
三
年
の
時
点

で
は
現
在
と
は
利
益
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
中
風
除

け
の
利
益
は
い
つ
頃
か
ら
喧
伝
さ
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

文
献
Ｃ
に
よ
る
と
、「
或
人
曰
ク
青
麻
神
ハ
常
陸
翁
ニ
テ
坐
ス
故
ニ
忠

義
ノ
神
ニ
テ
座
マ
ス
ヲ
世
俗
□
ヲ
中
気
ノ
神
ト
思
フ
ト
云
ヘ
リ
。（

（（
（

」
と
記
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さ
れ
て
お
り
、
清
悦
で
は
な
く
、
常
陸
坊
海
尊
が
青
麻
の
神
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
海
尊
は
「
中
気
ノ
神
」
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
文
献
Ｅ
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

或
曰
ク
。
海
尊
仙
常
ニ
此
山
中
ニ
遊
ヒ
。
樵
ヲ
采
ル
。
嘗
テ
一
樵
夫

有
リ
。
其
母
風
疾
ヲ
病
フ
。
偶
。
山
中
ニ
於
テ
仙
ヲ
見
テ
救
ヲ
乞
フ
。

仙
教
フ
ル
ニ
食
用
ニ
桑
箸
ヲ
以
テ
セ
ハ
。
則
病
全
ク
痊
エ
。
而
テ
且

長
寿
ナ
ラ
ン
ト
。其
他
奇
異
甚
多
シ
。因
テ
此
ニ
祠
ル
。遠
近
相
伝
ヘ
。

祷
祀
者
断
ヘ
ス
。
祠
号
青
麻
ハ
。
其
義
ヲ
詳
ニ
セ
ス（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
海
尊
が
山
中
で
中
風
の
母
を
持
つ
樵
人
に
出
会
い
、
桑
の
箸（

（（
（

を
使
う
と
病
が
癒
え
長
寿
に
な
る
こ
と
を
教
え
る
説
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
仙
台
の
青
麻
神
社
は
、
安
永
期
に
は
眼
病
除
け
の
利

益
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
化
政
期
に
な
る
と
文
献
Ｃ
の
よ
う
に
海
尊

の
「
忠
義
」
と
「
中
気
」
を
掛
け
て
中
風
に
利
益
が
あ
る
と
す
る
記
述
が

現
れ
る
。
ま
た
、
文
献
Ｅ
で
は
、
海
尊
が
山
中
で
中
気
の
母
を
持
つ
キ
コ

リ
に
会
い
、
桑
の
箸
を
使
う
と
中
風
が
治
り
長
寿
に
な
る
と
い
う
中
風
除

け
と
長
寿
の
霊
験
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
眼
病
と

中
風
除
け
及
び
長
寿
の
利
益
に
海
尊
の
伝
承
が
関
わ
り
、
現
在
ま
で
中
風

除
け
が
こ
の
社
の
特
異
な
霊
験
の
中
心
と
な
り
信
仰
さ
れ
続
け
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
第
二
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
在
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
に
鎮
座

す
る
青
麻
神
社
と
仙
台
の
青
麻
神
社
で
は
、
中
風
除
け
を
中
心
と
し
た
病

気
平
癒
の
利
益
と
合
わ
せ
近
年
ま
で
は
ア
カ
ザ
の
杖
を
社
に
奉
納
す
る
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
風
除
け
の
利
益
と
ア
カ
ザ
の
俗
信
の

結
び
つ
き
は
、
岩
手
県
花
巻
市
十
二
丁
目
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
で
も
見

ら
れ
、
社
の
利
益
と
俗
信
が
結
び
つ
き
な
が
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
指
摘

で
き
る
。

　
　

四
、
奥
浄
瑠
璃『
田
村
三
代
記
』と
青
麻
神
社
什
物
由
来
譚

　

と
こ
ろ
で
、
前
節
で
検
討
し
た
『
書
上
』
に
は
、
仙
台
の
青
麻
神
社
の

什
物
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
青
麻
神
社
の
什
物

は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
、「
八
咫
御
鏡
」
と
称
す
る
鏡
で
奉
納
者
は
、
田

村
将
軍
で
あ
る
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
、義
経
の
真
筆
で
あ
る
と
い
う
『
兵

法
神
通
鏡
之
巻
』
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
什
物
に
つ
い
て
は
、『
書
上
』
と
同
年
同
月
に
同
じ
肝
入
伊
右
衛

門
に
よ
っ
て
書
か
れ
仙
台
藩
に
提
出
さ
れ
た
『
代
数
有
之
御
百
姓
書
出
』

（
以
下
『
書
出
』
と
略
記
）
に
「
八
咫
御
鏡
」
の
由
来
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
由
来
譚
は
、
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
と
近
似
し
た
構
成

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
仙
台
の
青
麻
神
社
に
伝
わ
る
こ
の
由
来
譚
に
つ
い

て
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
の
諸
本
三
本
と
の
詞
章
面
で
の
比
較
検
討

を
行
い（

（（
（

、『
書
上
』
と
同
時
代
に
お
け
る
信
仰
実
態
に
つ
い
て
什
物
由
来

の
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
で
は
そ
れ
ら
の
比
較
を
示

し
た
表
を
以
下
に
示
し
、
検
討
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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No
物
語
の
展
開
長
田
幸
吉
旧
蔵
本

鈴
木
口
授
（
Ａ
）・
渡
辺
本
（
Ｂ
）

『
百
姓
書
出
』

1
狩
り
の
場

黒
川
郡
七
ッ
森
と
申
す
る
は
、
峯
深
き
山
成
ば
、
御
狩

を
遊
し
玉
へ
（
14
頁
）

Ａ
＝
七
ッ
森　

Ｂ
＝
奥
州
三
春

名
取
郡
生
出
森
・
黒
川
郡

七
ツ
森

2
長
者
の
名

九
門
長
者

Ａ
＝
九
門
長
者　

Ｂ
＝
三
春
九
門
屋

宮
門
長
者

3
握
玉
の
名

悪
玉
（
根
芹
を
摘
ん
で
い
る
）

Ａ
＝
悪
玉
、
元
は
、
三
條
大
臣
の
娘
笹
鶴
姫
で
あ
る
が
、
善
光
寺
詣
で
の
際
さ

ら
わ
れ
て
、
人
買
い
に
売
ら
れ
た
。
醜
女
に
な
っ
た
理
由
を
観
音
に
祈
誓
し
た

た
め
と
す
る
。

Ｂ
＝
握
玉

安
久
玉
・
何
久
玉
・
阿
久

玉

4
握
玉
の
職

水
仕
え
（
鈴
木
口
授
＝
水
仕
）

Ａ
＝
水
仕　

Ｂ
＝
水
使

召
仕

5
悪
玉
を
見
初

め
た
場
所

桟
敷
平
（
さ
ん
じ
き
た
い
ら
）（
18
頁
）

Ａ
＝
七
ッ
森　

Ｂ
＝
三
春
の
山
中

桟
敷
ヶ
平

6
懐
妊
の
理
由

（
利
光
が
京
に
帰
参
し
て
し
ま
っ
た
後
＝
佐
藤
注
）
餘

り
の
事
の
悲
し
さ
に
、
将
軍
公
よ
り
給
は
り
た
る
彼
鏑

（
か
む
ろ
）
矢
を
手
に
持
て
向
の
空
や
此
方
の
空
に
押

当
、
恋
し
な
つ
か
し
将
軍
公
、
あ
の
山
蔭
に
座
す
か
、

あ
の
雲
の
下
に
ま
し
ま
す
か
と
、
明
暮
恋
さ
せ
給
ひ
け

り
。
早
懐
妊
と
こ
そ
成
に
け
り
。（
20
頁
）

Ａ
＝
「
鏑
矢
の
威
徳
に
て
早
懐
胎
と
な
り
に
け
る
」（
10
頁
）

Ｂ
＝
三
日
三
夜
の
御
慰
（
286
頁
）

徒
然
ニ
付
宮
門
長
者
か
召

仕
安
久
玉
と
申
女
を
被
召

呼
御
相
手
ニ
被
成
置
此
女

将
軍
之
御
子
を
懐
妊
仕
候

7
神
通
の
鏑
矢

を
得
た
理
由

（
悪
玉
を
三
日
三
夜
留
め
置
き
、
褒
美
と
し
て
砂
金
な

ど
を
将
軍
か
ら
下
賜
さ
れ
た
後
＝
佐
藤
注
）
自
如
き
賤

き
女
は
斯
様
の
宝
を
何
か
せ
ん
、
外
に
形
見
を
給
わ
れ

か
し
と
申
。
将
軍
浅
か
ら
ず
思
召
、
神
通
の
鏑
矢
を
錦

の
袋
に
包
み
、
悪
玉
に
下
さ
れ
け
り
。（
19
頁
）

Ａ
＝
本
共
に
上
洛
さ
せ
た
い
が
で
き
な
い
た
め
、
鏑
矢
を
形
見
と
し
置
い
て
い

く
。
こ
の
鏑
矢
は
、
利
春
の
母
「
大
蛇
の
心
魂
入
つ
た
る
形
見
の
鏑
矢
、
肌
身

に
離
さ
ず
所
持
せ
し
が
、
汝
に
片
矢
我
れ
片
矢
、
こ
れ
こ
そ
後
の
證
據
な
れ
」

（
10
頁
）

Ｂ
＝
（
父
親
を
示
す
何
か
證
據
が
欲
し
い
と
願
い
）「
星
大
納
言
天
よ
り
持
せ

給
ひ
て
、
御
下
向
な
さ
れ
け
る
か
む
ら
矢
一
筋
本
の
證
と
書
」
い
た
か
む
ら
矢

を
も
ら
う
。
そ
し
て
、
男
な
ら
15
才
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
を
持
っ
て
尋
ね
て
来

る
よ
う
に
、
女
だ
っ
た
ら
草
む
ら
に
捨
て
ろ
と
い
わ
れ
る
。（
286
頁
）

男
ニ
候
ハ
ゝ
可
渡
と
て
神

通
之
鏑
矢
一
本
京
都
へ
御

帰
之
節
御
残
被
成
置
候

8
妊
娠
期
間

三
年
三
月
と
申
に
は
、
産
の
心
地
が
し
た
り
け
り
。（
21

頁
）・（
鈴
木
口
授
＝
三
年
三
月
と
申
す
に
は
、
御
産
の

心
地
は
や
満
ち
て
な
や
み
苦
し
み
給
ひ
け
る
」
11
頁
）

Ａ
＝
「
三
年
三
月
と
申
す
に
は
、
御
産
の
心
地
は
や
満
ち
て
な
や
み
苦
し
み
給

ひ
け
る
」（
11
頁
）

Ｂ
＝
四
拾
月
と
申
時
、
漸
く
産
の
心
地
ぞ
出
た
り
け
る
。（
287
頁
）

9
出
産
ま
で
の

扱
い

（
九
門
は
＝
佐
藤
注
）
あ
れ
は
古
（
狐
）
狼
野
狐
の
類

か
又
は
山
男
の
手
に
懸
り
て
有
べ
き
が
、
中
々
人
間
抔

は
生
れ
ま
じ
、
屋
形
の
内
に
て
産
の
紐
を
解
か
す
る
も

穢
ら
わ
し
や
、
早
疾
追
出
せ
と
計
り
に
て
、
坂
田
よ
り

十
八
町
計
り
あ
方
（
な
た
）
な
る
萱
野
の
中
に
産
屋
を

建
、
悪
玉
計
り
追
出
し
け
り
。（
21
頁
）

Ａ
＝
「
二
年
三
年
に
余
れ
ど
も
出
産
の
け
し
き
な
き
こ
そ
怪
し
け
れ
、
よ
も
人

間
の
種
は
宿
す
ま
じ
、（
中
略
）
悪
玉
を
裏
門
よ
り
追
出
せ
」（
10
頁
。
そ
の
後

山
中
で
出
産
す
る
＝
佐
藤
注
）

Ｂ
＝
（
握
玉
が
四
〇
月
で
産
の
心
地
が
し
た
こ
と
に
対
し
、長
者
は
＝
佐
藤
注
）

「
握
玉
を
如
何
な
る
虎
狼
狐
干
の
物
に
契
り
け
ん
、（
中
略
）
八
丁
堀
の
馬
場
に

産
屋
を
立
ニ
け
り
」（
287
頁
）

宮
門
長
者
ハ
何
久
玉
か
懐

妊
を
あ
や
し
み
無
父
者
之

子
な
れ
ハ
穢
を
厭
ひ
居
家

よ
り
十
丁
程
も
相
隔
□
安

産
為
仕

【表３】『田村三代記』当該場面と『百姓書出』の叙述比較表
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10
産
ま
れ
た
子

に
対
す
る
長

者
の
扱
い

誠
に
能
若
を
設
け
た
り
、
い
ざ
此
方
へ
、（
中
略
）
其

子
を
九
門
に
給
は
れ
（
中
略
）
随
分
九
門
が
家
督
に
す

る
と
い
ふ
。（
24
頁
）

Ａ
＝
「（
産
ま
れ
た
子
を
）
隈
な
き
夜
半
の
月
影
や
玉
を
磨
き
し
如
く
」（
10
頁
）

と
評
し
、「
疑
も
な
き
こ
の
男
子
わ
が
世
嗣
と
覚
え
た
り
」（
12
頁
、）

Ｂ
＝
「
瑠
璃
を
延
た
る
ご
と
く
成
男
子
」（
287
頁
。
以
下
、長
田
本
に
ほ
ぼ
同
じ
）

生
付
不
尋
常
候
ニ
付
夫
婦

と
も
ニ
驚
入
我
等
に
く
れ

さ
せ
よ
と
て
我
子
に
貰
ひ

養
育
仕
候

11
子
の
名
前

専
熊

Ａ
＝
千
熊
丸　

Ｂ
＝
千
熊

千
熊
丸

12
学
問
始
め
の

年

早
七
歳
に
成
け
れ
ば
、
学
問
の
為
山
の
寺
へ
登
せ
け
り
。
Ｂ
＝
七
歳

御
年
七
才
之
頃
よ
り

13
学
問
の
場
所
龍
門
山
洞
雲
寺

Ａ
＝
山
の
寺　

Ｂ
＝
佐
賀
わ
の
寺
（
288
頁
）

佐
賀
寺

14
流
鏑
馬
の
日

時
と
場
所

八
月
十
五
日
・
宮
城
郡
八
幡
宮
（
25
頁
）

Ａ
＝
弘
仁
二
年
八
月
十
五
日
・
や
は
た
八
幡
宮
（
１
３
頁
）

Ｂ
＝
佐
賀
わ
の
寺
（
日
時
記
載
な
し
）

三
月
十
九
日
・
菅
谷
村
鐘

擣
堂

15
屈
辱
を
受
け

る
。

（
流
鏑
馬
の
弓
取
が
専
熊
と
聴
い
て
＝
佐
藤
注
）
別
当

大
に
腹
を
立
、
何
専
熊
が
弓
太
郎
に
参
る
と
や
、
九
門

が
子
に
て
さ
へ
他
に
も
軽
き
者
に
候
が
、
増
て
九
門
が

子
に
て
子
に
非
ず
、
水
仕
へ
悪
玉
が
子
な
る
ぞ
や
、
早

疾
其
所
を
立
退
よ
、
跡
清
む
る
ぞ
と
、
以
の
外
に
叱
り

け
り
。（
26
頁
）

Ａ
＝
長
田
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
。

Ｂ
＝
「
宦
名
阿
闍
梨
と
聞
え
け
る
、
賤
し
き
も
の
か
内
談
」（
288
頁
。
そ
の
後

長
田
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
。）

衆
徒
申
候
由
千
熊
丸
ハ
宮

門
長
者
が
宝
の
子
ニ
あ
ら

す
下
女
阿
久
玉
ニ
而
父
ハ

何
者
共
不
知
者
ニ
候
間
御

神
事
之
役
目
ハ
難
計
と
相

控
候

16
無
念
の
千
熊

丸

無
念
な
が
ら
も
数
多
の
人
に
後
指
さ
ヽ
れ
つ
ヽ
、
九
門

が
館
へ
と
帰
ら
る
ヽ
。（
26
頁
）

Ａ
＝
自
分
の
出
自
を
確
か
め
に
館
に
戻
る
。

Ｂ
＝
「
八
丁
堀
の
馬
場
外
の
産
屋
に
着
給
ふ
」（
288
頁
）

権
現
社
（
青
麻
権
現
の
こ

と
＝
佐
藤
注
）
へ
御
志
願

被
成
一
七
日
御
籠
候
得
共

其
験
無
之
候
ニ
付
御
切
腹

と
御
覚
悟
候

17
千
熊
の
出
自

が
明
か
さ
れ

る

（
母
悪
玉
は
、
月
見
を
し
な
が
ら
自
分
の
素
性
（
熊
野

権
現
が
天
竺
か
ら
日
本
へ
下
っ
た
と
き
供
を
し
て
き

た
、
近
江
の
中
将
安
形
の
末
裔
、
近
江
の
判
官
の
三
女
）

を
一
人
語
り
＝
佐
藤
注
）
先
年
将
軍
公
奥
州
へ
下
ら
せ

給
し
時
、
将
軍
公
の
御
目
に
叶
ひ
、
御
情
頂
戴
仕
、
剰

へ
神
通
の
鏑
矢
迄
形
見
に
給
わ
り
、
彼
鏑
矢
の
徳
に
よ

り
、
専
熊
を
設
け
た
り
し
に
、（
27
頁
）

Ａ
＝
長
田
本
に
ほ
ぼ
同
じ
。

Ｂ
＝
握
玉
の
独
り
言
を
聞
き
、
握
玉
が
自
分
の
実
の
母
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

根
芹
を
抱
し
老
女
忽
然

と
来
り
千
熊
丸
覚
悟
之

様
子
を
委
尋
候
。
御
身

ハ
賤
き
人
之
種
な
ら
す

忝
も
星
御
帝
之
御
子
田

村
利
光
将
軍
之
御
子
ニ

而
母
ハ
宮
門
長
者
が
召

仕
之
安
久
玉
な
り

18
母
と
の
対
面

（
母
に
対
面
す
る
。
＝
佐
藤
注
）
父
上
様
よ
り
給
わ
り

し
形
見
の
矢
を
見
せ
さ
せ
給
へ
よ
。
悪
玉
、
心
得
候

と
、
肌
に
も
放
さ
ぬ
神
通
の
鏑
矢
取
出
し
、
如
何
に

専
熊
、
父
の
形
見
は
是
な
る
ぞ
。
若
君
悦
び
押
戴
き
、

是
さ
へ
有
ば
都
へ
登
り
、
父
将
軍
公
に
対
面
し
て
、

母
上
様
へ
も
玉
の
輿
を
下
し
申
さ
ん
、
御
暇
申
母
上

様
（
29
頁
）

Ａ
＝
母
の
独
り
言
で
、
自
分
の
出
生
の
秘
密
と
母
の
出
自
を
知
り
、
母
と
対
面

す
る
。

Ｂ
＝
母
と
の
対
面
後
、
実
の
父
の
名
及
び
握
玉
の
出
自
を
母
か
ら
聞
く
。
鏑
矢

を
持
っ
て
上
京
す
る
。

安
久
玉
ニ
御
対
面
被
成
将

軍
形
見
ニ
被
留
置
候
神

通
之
鏑
矢
御
受
取
都
ヘ
御

登
候
得
と
て
老
女
ハ
飛
去

候
。（
実
際
母
と
の
対
面

は
省
略
さ
れ
て
い
る
＝
佐

藤
注
）
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ま
ず
詞
章
や
表
記
に
つ
い
て
分
析
を
し
て
み
る
と
、
表
三
ナ
ン
バ
ー
一
・

二
・
三
・
四
・
十
一
で
は
、
ほ
ぼ
詞
章
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
ま
た
、
同
表
三
・
六
・
九
・
十
五
・
十
七
・
十
八
を
見
る
と
、『
書
出
』
は

悪
玉
を
「
安
久
玉
」
や
「
阿
久
玉
」
な
ど
と
記
述
し
て
お
り
、
音
に
字
を

宛
て
た
表
記
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
五
の
悪
玉
を
見
初

め
た
場
所
に
つ
い
て
は
、『
書
出
』
と
長
田
本
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
物
語
で
中
核
と
な
る
同
表
ナ
ン
バ
ー
六
・
七
の
悪
玉
の
懐
妊
理

由
及
び
神
通
の
鏑
矢
の
記
述
を
検
討
し
て
み
る
と
、『
書
出
』
は
、
長
田

本
や
鈴
木
口
授
本
の
よ
う
な
矢
の
威
徳
に
よ
り
懐
妊
し
た
と
い
う
物
語
性

を
取
り
払
い
、
現
実
味
を
帯
び
た
簡
略
な
記
述
を
し
て
い
る
。
こ
の
理

由
に
つ
い
て
は
、『
書
出
』
が
仙
台
藩
提
出
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

物
語
性
を
な
る
べ
く
取
り
払
い
、
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
よ
う
に
変
え
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
十
三
で
示
し
た
千
熊
丸
が
学
問
を
修
め
た
場
所
に
つ
い
て
、『
書

出
』
記
載
の
「
佐
賀
寺
」
は
、
長
田
本
記
載
の
曹
洞
宗
龍
門
山
洞
雲
寺
で

あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
よ
っ
て
、
渡
辺
本
「
佐
賀
わ
の
寺
」
は
、
佐
賀
野
寺

の
訛
言
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、十
四
の
『
書
出
』
の
記
述
「
菅
谷
村
鐘
擣
堂
」

に
つ
い
て
は
、菅
谷
村
の
『
書
出
』（
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
九
月
提
出
）

に
祭
礼
が
三
月
十
八
日
の
観
音
堂
が
存
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、
十
七
の
千
熊
丸
の
出
自
が
明
か
さ
れ
る
場
面
で
『
書
出
』
で
は
、

青
麻
権
現
の
化
身
で
あ
る
根
芹
を
持
っ
た
老
女
が
登
場
し
、
千
熊
丸
に
出

自
を
詳
し
く
教
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
社
の
什
宝
は
田
村
将
軍
に

よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
と
説
明
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
由
来
は
近
代
に
な
る
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大
正

十
五
年
刊
行
の
縁
起
に
は
、
什
宝
と
し
て
鉄
鏡
一
面
・
白
銅
鏡
・『
神
道

兵
法
明
鏡
』
巻
一
軸
が
記
さ
れ
て
お
り
、
鉄
鏡
の
由
来
と
し
て
「
伝
へ
て

三
光
窟
の
神
座
よ
り
発
見
仁
寿
以
来
の
神
宝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『
兵
法
神
通
鏡
之
巻
』
は
、
義
経
の
真
筆
と
い
う
伝
承
か
ら
『
神
道
兵
法

19
上
洛
後
父
と

の
再
会
と
葛

藤

そ
の
後
若
君
は
、
父
と
再
会
す
る
が
父
の
家
臣
の
讒
言

に
よ
り
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
鏑
矢
の
お
か

げ
で
、
無
事
親
子
の
名
乗
り
を
果
た
す
。

Ａ
・
Ｂ
＝
父
と
再
会
し
馬
術
な
ど
諸
芸
を
披
露
す
る
が
、
射
殺
さ
れ
そ
う
に
な

る
。（
家
臣
の
讒
言
の
部
分
は
、
語
ら
れ
な
い
。
＝
佐
藤
注
）
し
か
し
、
鏑
矢

の
お
か
げ
で
、
無
事
親
子
の
名
乗
り
を
果
た
す
。

千
熊
丸
ハ
老
女
の
飛
か
如

く
神
通
之
鏑
矢
を
御
受
取

都
ヘ
御
登
利
光
将
軍
へ
御

対
面
被
成
父
子
之
御
名
乗

在
之
。

20
老
女
の
正
体

老
女
ハ
権
現
（
青
麻
権
現

＝
佐
藤
注
）
之
化
身
ニ
付

権
現
江
御
奉
納
物
等
有

之
。

　

注
：�

長
田
幸
吉
旧
蔵
本
は
、
小
倉
博
編
『
御
国
浄
瑠
璃 

四
篇
』（
無
一
文
館
書
店　

一
九
三
二
年
）
に
拠
っ
た
。
な
お
、
比
較
検
討
本
と
し
て
鈴
木
幸
龍
口
授
本
（
小
倉
博
編
『
御

国
浄
瑠
璃
集
』
齋
藤
報
恩
会　

一
九
三
九
年
）
及
び
渡
辺
正
巳
氏
蔵
本
（
阿
部
幹
男
『
東
北
の
田
村
語
り
』（
三
弥
井
書
店　

二
〇
〇
四
年
））
を
用
い
た
。
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明
鏡
巻
一
軸
』
と
名
称
が
変
わ
り
、「
伝
へ
て
海
尊
仙
人
の
遺
物
と
」
と

義
経
で
は
な
く
、
海
尊
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
も
の
に
変
化
を
と
げ

る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
変
容
は
、
具
体
的
な
モ
ノ
と
海
尊
と
を
結
び
付
け
る

こ
と
で
、
社
の
特
異
な
利
益
が
海
尊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
よ

り
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
書
出
』
記
載
の
什
宝
由
来
は
、『
田
村
三
代
記
』

の
内
容
を
簡
略
化
し
つ
つ
菅
谷
村
に
伝
わ
る
田
村
麻
呂
伝
説
を
取
り
込
み

な
が
ら
作
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
叙
述
内
容
は
、
狩
り
の
場

及
び
登
場
人
物
名
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、『
田
村
三
代
記
』
で
は
、
実
母

の
悪
玉
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
語
る
の
に
対
し
、
青
麻
権
現
の
化
現

し
た
老
女
が
千
熊
丸
に
出
自
等
を
教
え
、
青
麻
神
社
の
信
仰
を
物
語
る
形

式
に
な
っ
て
い
る
所
が
『
書
出
』
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て

『
書
上
』
で
は
、
海
尊
の
利
益
を
喧
伝
す
る
一
方
で
、『
書
出
』
で
は
老
女

が
青
麻
権
現
の
化
現
と
し
て
現
れ
る
。
よ
っ
て
、
男
女
両
性
の
神
が
安
永

三
年
当
時
青
麻
権
現
で
は
併
存
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る

が
、
現
時
点
で
確
証
と
な
る
資
料
を
見
出
せ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の

青
麻
神
社
の
近
世
に
お
け
る
祭
祀
神
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
登
録
し
て
お
き
た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
と
宮
城
県
仙
台

市
宮
城
野
区
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
二
社
の
信
仰
を
中
心
に
海
尊
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

　

二
社
に
お
い
て
常
陸
坊
海
尊
は
、
社
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
縁
起
も
作
成

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
社
の
利
益
も
中
風
除
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
両

社
は
信
仰
圏
を
異
に
し
て
い
た
。
前
者
は
岩
手
県
内
を
中
心
と
し
て
い
た

が
、
後
者
は
関
東
地
方
や
信
州
ま
で
信
仰
圏
を
持
っ
て
お
り
、
後
者
の
社

の
方
が
よ
り
広
い
信
仰
圏
を
保
持
し
て
い
た
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
近
世

期
か
ら
現
代
ま
で
仙
台
の
青
麻
神
社
が
、
東
北
地
方
の
青
麻
神
社
信
仰
の

中
心
的
存
在
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
見
通
し
が
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
二
社
及
び
岩
手
県
花
巻
市
十
二
丁
目
に
鎮
座
す
る
青
麻
神
社
で

は
、
近
年
ま
で
中
風
除
け
の
利
益
と
ア
カ
ザ
の
杖
の
俗
信
と
が
結
び
つ
き

な
が
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
杖
を
神
社
に
奉
納
す
る
こ
と
や
チ
ュ
ウ
キ
ナ

ガ
シ
と
い
う
地
域
の
年
中
行
事
と
し
て
そ
の
結
び
つ
き
は
具
現
化
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
地
域
が
社
の
利
益
と
ア
カ
ザ
の
俗
信
双
方
を
取
り
込
み

成
立
し
た
民
俗
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
野
村
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、

社
が
「
俚
俗
の
習
い
を
積
極
的
に
吸
収
、
同
化
す
べ
く
心
掛
け

（
（（
（

」
た
だ
け

で
な
く
、
地
域
も
社
の
利
益
と
俚
俗
を
取
り
入
れ
な
が
ら
民
俗
を
創
造
し

て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
社
が
利
益
と
俚
俗
を
結
び
付
け
、
さ
ら

に
地
域
社
会
が
そ
の
二
つ
を
昇
華
さ
せ
民
俗
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
仙
台
の
青
麻
神
社
で
は
、
安
永
期
に
お
け
る
『
書
入
』・『
書
出
』

を
検
討
し
た
結
果
、
海
尊
の
伝
承
や
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
を
翻
案

し
た
物
語
が
、
社
及
び
什
物
の
由
来
と
し
て
地
域
で
理
解
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
海
尊
及
び
根
芹
を
持
つ
老
女
が
神
格
を
与
え
ら
れ
た

存
在
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
神
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
が
、
安
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永
期
以
降
海
尊
が
社
の
利
益
を
担
う
神
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
信
仰
さ

れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
社
の
利
益
は
、
眼
病
予
防
か
ら
化
政
期
に
至
り
中

風
除
け
に
変
化
を
遂
げ
た
。

　

こ
う
し
た
男
神
に
神
格
が
集
約
し
た
経
緯
及
び
社
の
利
益
の
変
遷
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
地
域
に
お
け
る
青
麻
神
社
信
仰
の
実
態
を
さ
ら

に
調
査
し
、
利
益
及
び
社
の
史
的
経
緯
そ
し
て
、
常
陸
坊
海
尊
伝
承
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
を
さ
ら
に
深
め
、
検
討
を
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
現
在
常
陸
坊
海
尊
伝
承
は
口
承
文
芸
研
究
に
お
い
て
伝
説
し

て
分
類
さ
れ
、「
祠
」
の
伝
説
と
し
て
話
型
認
定
も
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か

し
な
が
ら
、『
大
系
』
の
事
例
は
い
ず
れ
も
文
献
資
料
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
例
話
と
し
て
『
仙
台
伝
説
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
仙
台
の

青
麻
神
社
に
ま
つ
わ
る
話
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
文
献
資
料
の
影
響
を
多

分
に
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
野
村
氏
も
指
摘
し
て
い
た
社
に
付
帯
す
る
俗

信
等
も
こ
の
伝
承
を
考
え
る
上
で
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
海

尊
の
伝
承
を
考
察
す
る
場
合
、
文
献
史
資
料
及
び
口
承
資
料
双
方
に
目
配

り
す
る
こ
と
で
海
尊
伝
承
の
実
態
を
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
そ
の
試
行
に
過
ぎ
な
い
。

〈
注
〉

（
１
）	『
清
悦
物
語
』
の
伝
本
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
須
田
学
「『
清
悦

物
語
』」（『
昔
話
伝
説
研
究
』
第
二
一
号　

二
〇
〇
〇
年　

昔
話
伝

説
研
究
会　

一
四
六
―
一
五
八
頁
）
が
参
考
に
な
る
。

（
２
）	

例
え
ば
、
柳
田
國
男
「
東
北
文
学
の
研
究
」
や
（『
柳
田
國
男
全
集
』

第
三
巻
（
一
九
九
七
年　

筑
摩
書
房　

七
四
六
―
七
七
七
頁
。
初

出
は
、
一
九
二
六
年
。）
角
川
源
義
に
よ
る
「『
義
経
記
』
の
研
究
」

と
題
さ
れ
た
一
連
の
研
究
（
①
高
崎
正
秀
他
編
『
民
俗
文
学
講
座
』

第
五
巻
（
一
九
六
〇
年　

弘
文
堂　

一
―
四
四
頁
）、
②
角
川
源
義

『
角
川
源
義
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
八
七
年　

角
川
書
店　

一
七
六

―
一
九
八
頁
。
初
出
は
、
一
九
六
四
年
。）、
③
角
川
源
義
『
角
川

源
義
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
八
八
年　

角
川
書
店　

二
一
四
―

三
二
一
頁
。
初
出
は
、一
九
七
四
年
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）	

野
村
純
一
「
庚
申
の
夜
の
客
」（
野
村
純
一
『
昔
話
伝
承
の
研
究
』

一
九
八
四
年　

同
朋
舎　

三
〇
七
―
三
三
六
頁
）。
野
村
純
一
「
椿

は
何
故
「
春
の
木
」
か
―
「
八
百
比
丘
尼
」
と
「
常
陸
坊
海
尊
」
―
」

（
荒
木
博
之
他
編
『
日
本
伝
説
大
系
』
別
巻
一　

一
九
八
九
年　

み

ず
う
み
書
房　

一
二
二
―
一
五
五
頁
）。

（
４
）	

事
例
十
六
社
の
所
在
等
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
岩
弓
氏
か
ら
ご
教
示

を
受
け
た
。
ま
た
、
長
野
県
長
野
市
に
鎮
座
す
る
八
幡
神
社
に
も

青
麻
社
が
あ
り
、
青
麻
講
が
存
在
す
る
こ
と
を
谷
口
貢
氏
・
小
川

直
之
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
５
）	

中
風
と
は
、（
チ
ュ
フ
ウ
）・（
チ
ュ
ウ
フ
）と
訓
み
、中
気（
チ
ュ
ウ
キ
）

と
も
い
わ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
脳
卒
中
発

作
の
後
で
現
わ
れ
る
半
身
不
随
の
こ
と
。」
と
さ
れ
る
。

（
６
）	
二
〇
一
〇
年
八
月
二
二
日
調
査
。

（
７
）	

二
〇
一
〇
年
四
月
二
日
調
査
。

（
８
）	

注
（
６
）
と
同
日
調
査
。
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（
９
）	

二
〇
一
〇
年
四
月
三
日
調
査
。

（
10
）	

こ
の
縁
起
の
複
写
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切

の
三
浦
昇
氏
か
ら
提
供
を
受
け
多
く
の
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て

謝
意
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、「
三
光
宮
」
の
社
名
に
つ
い
て
は
、

発
表
後
宮
家
準
氏
か
ら
「
修
験
三
正
流
義
教
」（
日
本
大
蔵
経
編
纂

委
員
会
編　
『
修
験
道
章
疏
』
第
二
巻　

二
〇
〇
〇
年　

国
書
刊
行

会　

四
二
―
七
〇
頁
。　

初
出
は
、
一
九
一
九
年
。）
に
つ
い
て
の

ご
教
示
を
受
け
た
が
、
本
稿
作
成
ま
で
に
十
分
な
検
討
が
で
き
な

か
っ
た
。

（
11
）	

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
始
ま
っ
た
南
部
藩
領
内
の
寺
社
調
査

報
告
書
。
今
回
用
い
た
『
御
領
分
社
堂
』
は
、
岸
昌
一
編
『
御
領

分
社
堂
』（
二
〇
〇
一
年　

岩
田
書
院
）
で
あ
る
。
今
後
他
本
を
含

め
調
査
を
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
12
）	

森
毅
『
修
験
道
霞
職
の
史
的
研
究
』（
一
九
八
九
年　

名
著
出
版　

三
九
〇
頁
）

（
13
）	

二
〇
一
〇
年
五
月
三
日
調
査
。
伊
藤
家
は
、
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
ま
で
北
笹
間
村
の
肝

入
を
務
め
て
い
た
。

（
14
）	

二
〇
一
〇
年
五
月
四
日
調
査
。

（
15
）	『
伊
奈
広
報
』
第
三
〇
二
号
（
一
九
九
九
年　

伊
奈
町
）
を
参
照
。

（
16
）	

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
。
書
誌
を
略
記
す
る
と
、
一
枚
刷
で
四

周
単
辺
の
匡
郭
（
縦
二
九
・
四
セ
ン
チ
、
横
四
一
・
四
セ
ン
チ
）
が

あ
る
。
寸
法
は
、縦
三
二
・
四
セ
ン
チ
、横
四
三
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、

料
紙
は
楮
紙
を
使
用
。

（
17
）	

大お
お
ば
お
ぶ
ち

場
雄
淵
『
奥
州
名
所
図
会
』
巻
之
一
（
朝
倉
治
彦
編
『
日
本
名

所
風
俗
図
会
』
第
一
巻　

一
九
八
七
年　

角
川
書
店　

二
一
七
頁
）。

成
立
年
は
不
明
。
以
下
引
用
は
、
上
記
の
箇
所
に
拠
る
。

（
18
）	

注
（
16
）
絵
図
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、『
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館

蔵　

江
戸
時
代
の
寺
社
境
内
絵
図
』
下
（
一
九
九
一
年　

慶
應
義

塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー　

八
―
九
頁
）
参
照
。
ま
た
、『
奥
州

名
所
図
会
』
の
著
者
大
場
雄
淵
の
生
没
年
、宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

か
ら
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
宮
城
県
百

科
事
典
』
一
九
八
二
年　

河
北
新
報
社　

一
二
四
頁
）。

（
19
）	

こ
の
神
楽
に
つ
い
て
は
、仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
仙
台
市
史
』

特
別
編
六
（
一
九
九
八
年　

仙
台
市　

四
九
一
―
四
九
二
頁
）
を

参
照
。

（
20
）	

二
〇
一
〇
年
五
月
一
日
調
査
。

（
21
）	

鈴
木
棠
三
『
日
本
俗
信
辞
典 

動
・
植
物
編
』（
一
九
八
二
年　

角
川

書
店　

三
頁
）

（
22
）	

二
〇
一
〇
年
四
月
三
日
調
査
。

（
23
）	

二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
二
日
調
査
。

（
24
）	

二
〇
一
〇
年
五
月
一
日
調
査
。
な
お
、
鈴
木
家
は
、
代
々
表
一
で

示
し
た
事
例
十
社
の
社
家
で
あ
る
。

（
25
）	
二
〇
一
〇
年
五
月
四
日
調
査
。
伊
藤
忠
治
氏
か
ら
の
聴
き
書
き
。

（
26
）	

野
村
純
一
「
椿
は
何
故
「
春
の
木
」
か
―
「
八
百
比
丘
尼
」
と
「
常

陸
坊
海
尊
」
―
」（
荒
木
博
之
他
編
『
日
本
伝
説
大
系
』
別
巻
一　
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一
九
八
九
年　

み
ず
う
み
書
房　

一
三
八
頁
）

（
27
）	

里
修
験
研
究
の
包
括
的
研
究
と
し
て
は
、
宮
本
袈
裟
雄
『
里
修
験

の
研
究
』（
一
九
八
四
年　

吉
川
弘
文
館
→
二
〇
一
〇
年
に
岩
田
書

院
か
ら
再
刊
）・『
続
里
修
験
の
研
究
』（
二
〇
一
〇
年　

岩
田
書
院
）

を
参
照
。
ま
た
特
定
地
域
の
修
験
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
、

神
奈
川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
及
び
新
潟
県
南
魚
沼
地
域
の
事
例
を
分

析
し
た
慶
應
義
塾
大
学
宮
家
研
究
室
編
『
修
験
集
落
八
菅
山
―
愛

川
町
文
化
財
調
査
報
告
書
―
』（
一
九
七
八
年　

愛
川
町
教
育
委
員

会
）・
宮
家
準
編
『
修
験
者
と
地
域
社
会
―
新
潟
県
南
魚
沼
の
修
験

道
―
』（
一
九
八
一
年　

名
著
出
版
）
を
参
照
。
ま
た
近
年
で
は
、

福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
の
龍
蔵
院
・
吉
祥
院
の
聖
教
典
籍
の
分

析
が
行
わ
れ
、
久
野
俊
彦
・
小
池
淳
一
編
『
簠
簋
伝
・
陰
陽
雑
書

抜
書
』（
二
〇
一
〇
年　

岩
田
書
院
）
等
の
成
果
を
生
み
出
し
て
い

る
。

（
28
）	

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史
』
第
四
巻　

一
九
八
二
年　

宮
城
県　

三
一
〇
―
三
一
一
頁
）。
な
お
句
読
点
は
、
佐
藤
が
私
的

に
付
し
、
合
字
は
通
用
字
体
に
改
め
た
。

（
29
）	

阿
刀
田
令
造
「
踏
査
報
告
」（『
仙
台
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第
五
号　

一
九
三
一
年　

仙
台
郷
土
研
究
会　

一
八
―
一
九
頁
）
に
あ
る
「
青

麻
記
」
に
は
、
注
（
28
）
書
と
は
異
な
る
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。

	

元
禄
年
中
宮
城
県
岩
切
村
の
内
苧
か
ら
む
し
や
ま

山
［
俗
に
青
麻
（
あ
を
そ
）

と
呼
／
り
苧
（
い
）
の
異
名
な
り
］
新
田
開
発
新
百
姓
望
の
者

可
申
出
と
令ふ
れ

有
に
、
岩
切
と
ヽ
ろ
き
の
橋
の
辺
に
所し
ょ
へ
い平

と
い
へ

る
者
あ
り
。
此
新
百
姓
に
出
て
青
麻
に
住
居
す
。
あ
る
日
行

脚
僧
一
人
来
て
投や
と宿

を
乞
ふ
。
所
平
其
需
に
応
ず
。
然
し
て

此
僧
信
宿
に
及
び
所
平
に
話
て
曰
く
、
貧
道
の
報
恩
に
物
な

し
。
令
霄
謝
徳
す
べ
し
。
我
と
枕
を
同
し
う
せ
よ
と
て
衣
の
袖

を
所
平
が
面
に
覆
ふ
。
夢
と
無
く
現
と
な
く
此
僧
に
誘
引
れ
て

一
百
三
十
六
地
獄
を
巡
見
す
。
僧
曰
く
、
我
は
こ
れ
源
義
経
の

臣
な
る
に
長
命
の
術
を
得
、
僧
と
な
り
名
を
清
悦
坊
と
呼
り
。

必
ず
他
に
か
た
る
こ
と
な
か
れ
、
と
去
ぬ
。
所
平
霊
感
肝
に
銘

し
彼
僧
を
生
如
来
と
覚
ゆ
。
折
々
来
往
す
。
所
平
ひ
そ
か
に
此

事
を
信
友
に
語
る
。
終
に
隣
家
に
も
れ
、
老
父
老
媼
伝
へ
、
月

待
日
待
の
夜
す
か
ら
こ
の
所
平
を
呼
び
地
獄
物
か
た
り
を
な
さ

し
む
。
其
説
弘
ろ
ま
り
仙
台
に
も
唱
へ
、
士
太
夫
歴
々
な
る
閨

門
に
も
招
か
れ
、
此
物
が
た
り
を
な
す
。
夫
よ
り
綽あ
だ
な名

し
て
地

獄
見
の
所
平
と
呼
べ
り
。
こ
れ
が
た
め
に
家
を
も
潤
し
け
り
。

今
の
鈴
木
対
馬
の
先
祖
な
り
。（
後
略
）（
文
中
の
句
読
点
は
、

佐
藤
が
私
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
割
注
部
分
は
、

角
括
弧
で
示
し
、
改
行
部
分
は
斜
線
で
示
し
た
。）

	
　

阿
刀
田
氏
は
、「
青
麻
記
」の
成
立
年
代
を
安
永
五
年（
一
七
七
六
）

以
降
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
清
悦
が
長
命
の
術
を
得
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

（
30
）	（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
関
係
資
料
総
合
目
録
デ
ジ
タ
ル
化
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資
料　

一
二
頁
。　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝http://w

w
w

.lib.hokudai.ac.jp/
hoppodb/contents/kyuki/0A

024220000000000/0012.jpg

）

（
31
）	『
仙
台
叢
書
別
集
』
巻
四
（
一
九
二
六
年　

仙
台
叢
書
刊
行
会　

一
六
五
頁
）。

（
32
）	

現
在
で
も
社
で
は
、
桑
の
箸
を
参
拝
者
に
頒
布
し
て
い
る
。
な
お
、

福
島
県
福
島
市
松
川
町
に
鎮
座
す
る
青
麻
淡
島
神
社
に
も
類
似
例

と
し
て
昭
和
十
年
頃
ま
で
桑
の
木
で
作
ら
れ
た
箸
や
篦
な
ど
を
中

風
除
け
に
利
益
が
あ
る
も
の
と
し
て
頒
布
し
て
い
た
と
い
う
。（
植

木
音
市
氏
（
大
正
十
三
年
生
）・
齊
藤
義
雄
氏
（
大
正
十
年
生
）
か

ら
の
聴
き
書
き
。
二
〇
一
〇
年
九
月
十
八
・
十
九
日
調
査
）

（
33
）	

注
（
28
）
書　

三
一
一
頁
。

（
34
）	

三
崎
一
夫
「
宮
城
県
の
伝
説
」（
渡
辺
信
夫
編
『
宮
城
の
研
究
』
第

七
巻　

一
九
八
三
年　

清
文
堂
出
版　

一
九
五
―
二
二
九
頁
）。

（
35
）	

奥
浄
瑠
璃
の
諸
伝
本
及
び
分
類
に
つ
い
て
は
、
小
林
幸
夫
分
類
（
福

田
晃
「
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
の
古
層
」（『
口
承
文
藝
研
究
』

第
二
七
号　

二
〇
〇
四
年　

日
本
口
承
文
藝
学
会　

二
―
三
頁
））

に
し
た
が
っ
た
。

（
36
）	

泉
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
泉
市
史
』
下
巻
（
一
九
八
六
年　

宮
城

県
泉
市
）
に
よ
る
と
洞
雲
寺
は
、
慶
雲
年
間
に
藤
原
鎌
足
の
長
子

と
い
う
釈
定
慧
が
開
き
、
蓮
葉
山
円
通
寺
と
号
し
た
。
現
在
の
山

号
は
、
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
に
天
台
宗
山
門
派
か
ら
曹
洞
宗

明
峯
派
に
宗
派
を
変
え
た
時
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
「
時
俗
称
し
て
佐
賀
野
寺
と
云
ふ
、
伝
え
て
千
熊
丸
の
ち
の
田

村
将
軍
の
学
道
な
り
し
と
、
今
の
龍
門
山
の
前
身
な
り
。」（
二
六
二

頁
）
と
い
う
伝
承
を
持
つ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
洞
雲
寺
の

縁
起
は
、
堤
邦
彦
氏
が
「
仙
台
・
洞
雲
寺
縁
起
（
竜
女
成
仏
）」（
堤

邦
彦
『
近
世
説
話
と
禅
僧
』
一
九
九
九
年　

和
泉
書
院　

二
六
三

―
二
七
二
頁
）
に
お
い
て
竜
女
成
仏
譚
の
視
点
か
ら
考
察
が
行
わ

れ
、
縁
起
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）	

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史
』
第
二
四
巻
（
一
九
五
四

年　

宮
城
県　

三
四
八
頁
）ま
た
、『
奥
州
名
所
図
会
』巻
之
二
で
は
、

菅
谷
の
堊
あ
く
た
ま
か
ん
の
ん
ど
う

玉
観
音
堂
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
「
堊
玉
御
前
の
守
本

尊
を
安
置
す
（
俗
に
堊
玉
御
前
と
呼
ぶ
）」（
朝
倉
治
彦
編
『
日
本

名
所
風
俗
図
会
』
第
一
巻　

一
九
八
七
年　

角
川
書
店　

二
四
五

頁
）
と
あ
る
。

（
38
）	

鈴
木
裕
昭
『
覆
刻
郷
社
青
麻
神
社
誌
』（
一
九
九
七
年　

自
刊　

二
七
頁
）

（
39
）	

注
（
26
）
に
同
じ
。

（
40
）	

野
村
純
一
編
『
日
本
伝
説
大
系
』
第
二
巻
（
一
九
八
五
年　

み
ず

う
み
書
房　

二
四
二
―
二
四
六
頁
）

�

（
さ
と
う
・
ま
さ
る
／
総
合
研
究
大
学
院
大
学
大
学
院
）

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
第
三
十
四
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
大
会
の
口
頭
発
表
を
基

に
執
筆
し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
で
は
多
く
の
方
々
に
ご
教
示
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


